
　第２節　卒業生評議員候補者の公募及び卒業生評議員の選任
（候補者の公募）
第10条　卒業生評議員を選任する必要が生じた場合、理事長はその選任を要する日の60日以前に、その選任を要する人数
　　　　 を明示して卒業生評議員候補者を公募する。
（公募の方法）
第11条　前条に規定する公募の方法及び公募の内容は、本学が発信する広報及びホームページに掲載する。
（立候補者）
第12条　立候補者は、本学所定の申込書に必要事項を記入し、その他申込書に記載された必要書類を添え、推薦文に10名以上　
　　　　  の推薦人を付けて本学宛郵送で申し込みを行う。
２　立候補の申し込みは、選任を要する日の30日以前とし、それ以降の申し込みは無効とする。
３　立候補に際し、申し込みに不備があった場合、立候補者はその資格を失う。
４　立候補者は、他の立候補者の推薦人となることは出来ない。
（推　薦　人）
第13条　推薦人は、寄附行為第27条第１項第４号に記載する学校を卒業した者とする。
２　推薦人は、立候補者となることは出来ない。
３　推薦人は、複数の立候補者の推薦人となることは出来ない。
４　本学の職員は、推薦人となることは出来ない。
（選任の方法）
第14条　理事会は、寄附行為第27条第１項第４号及びこの節の定めるところにより、立候補した卒業生評議員候補者の中から
　　　　 卒業生評議員として選任する。ただし、立候補者が定員を下回った場合、若しくは理事会において選任の承認が得ら
　　　　 れず定員を下回った場合は、寄附行為第27条第１項第４号に記載する学校を卒業し年齢25年以上の者のうちから
　　　　 理事会において選任する。
２　前項の選任後、直ちに選任された者に就任の承諾を得るものとする。

　第３節　学識経験者評議員候補者の選出及び学識経験者評議員の選任
（選出の方法）
第15条　学識経験者評議員を選任する必要が生じた場合、理事長はその選任を行う理事会開催日の前日以前に、学識経験　
　　　　 者評議員候補者の履歴書ほか選任に必要な書類等を準備する。
２　学識経験者評議員候補者は、年齢25年以上の者とする。
（選任の方法）
第16条　理事会は、寄附行為第27条第１項第５号に則り、学識経験者評議員候補者の中から学識経験者評議員として
　　　　 選任する。
２　前項の選任後、直ちに選任された者に就任の承諾を得るものとする。
　　第３章　その他
第17条　寄附行為第27条第１項各号に定める評議員は、同時に他の号の評議員に就くことはできない。
２　寄附行為第27条第１項各号に定める評議員であった者は、他の号の評議員に就くことはできない。ただし、寄附行為　
　　第27条第１項第１号の評議員に就任する場合は、この限りでない。
－以下省略－

（評議員の選任）
第27条　評議員は、次の各号に掲げる者とする。
（1）学長及び附属高等学校長
（2）この法人の大学教育職員で互選した者のうちから理事会において選任した者7人
（3）この法人の職員で事務局長及び大学事務長の2人。ただし、事務局長が在籍しない場合においては、法人事務長及び
　  大学事務長の2人。
（4）この法人の設置する学校並びにこの法人の前身者が設置した日本女子薬学校、昭和女子薬学校及び昭和女子薬学専門
　  学校を卒業した者で年齢25年以上の者のうちから理事会において選任した者7人
（5）学識経験者のうちから理事会において選任した者7人
２  前項第1号、第2号及び第3号に規定する評議員は、学長、附属高等学校長の職又は職員の地位を退いたときは評議員の職を
　  失うものとする。
－以下省略－

卒業生評議員候補者募集要項

1．選任を要する人数
　  7 名
2．任　　期
　  令和 5年 5月11日～令和 8年 5月11日
　　（現在、文部科学省において私立学校法改正の検討が行われており、当該改正に伴い任期の終期に変更が生じる可能性があります。）
3．応募資格

　

4．応募締め切り
　  令和 5年 4月7日（金）〈必着〉
5．応募手続き
　  応募者は、次の必要書類を揃えて、下記宛てに簡易書留で郵送してください。

※注 1　附属高等学校の卒業生で昭和薬科大学を卒業した方は、大学の卒業生として応募してください。
※注 2　推薦人は複数の立候補者の推薦はできません。又、立候補者は他の立候補者の推薦人にはなれません。
※本法人の職員は推薦人にはなれません。

※詳しくは昭和薬科大学ホームページ「卒業生の方へ／お知らせ／卒業生評議員の公募について」をご覧ください。

卒業生評議員立候補届　1部
本学所定のもの（見本参照）。本学ホームページ「卒業生の方へ／お知らせ／卒業生評議員の公募について」よりダウンロード
して記入のこと。
尚、用紙の郵送を希望される方は、返信用封筒・切手を同封の上、昭和薬科大学総務課まで余裕をもって請求のこと。

卒業証明書1通又は卒業証書・学位記の写し（コピー）　1通
卒業証明書の入手方法は、本学ホームページ「卒業生の方へ／卒業・修了後の手続きや同窓会について／各種証明書」をご覧
いただくか、昭和薬科大学教務課（042-721-1511）までお問い合わせください。附属高等学校の卒業証明書については、附属

高等学校事務室（098－870－1852）までお問い合わせください。

印鑑証明書　１通 （3か月以内に発行のもの）
卒業生評議員立候補者の推薦書
本学所定のもの（見本参照）。本学ホームページ「卒業生の方へ／お知らせ／卒業生評議員の公募について」よりダウンロードして
記入のこと。
尚、用紙の郵送を希望される場合は、返信用封筒・切手を同封の上、昭和薬科大学総務課まで余裕をもって請求のこと。

推薦人全員の印鑑証明書 （3か月以内に発行のもの）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

学校法人昭和薬科大学の設置する学校並びにこの法人の前身者が設置した日本女子薬学校、昭和女子薬学校、昭和女子
薬学専門学校を卒業した方で、卒業生評議員の就任前年度末の日（令和5年3月31日現在）において、満25歳以上である
こと（※注1）

（1）に定める学校の卒業生10名以上の推薦を得た方（※注2）

1.立候補届の写真は3か月以内に撮影したもので、裏面に氏名をご記入願います。

2.姓が変わっている場合は、旧姓欄にもご記入願います。

3.法人よりご本人の意思確認をさせていただくことがございます。

4.提出された関係書類は返却いたしませんのでご了承ください。

5.万一記載漏れ等のある場合は、受け付けしかねる場合もございますのでご注意ください。

6.応募締め切り後に到着した書類については受け付けできませんので、余裕をもってご提出願います。

7.立候補届に押捺した実印と印鑑証明書の印が一致しているかご確認ください。

1.推薦人は推薦書に必要事項を記入の上、実印を押捺し、印鑑証明書を添えて立候補者へお渡しください。
　（推薦書に押捺した実印と印鑑証明書の印が一致しているかご確認ください。）

2.推薦人1名につき推薦書が1通必要です。

3.姓が変わっている場合は、旧姓欄にもご記入願います。

4.法人よりご本人の確認をさせていただくことがございます。

5.法人において卒業確認をさせていただくことがございます。

6.推薦書上部の「立候補者氏名」欄に立候補される方の氏名をご記入願います。

7.推薦書上部の「推薦書№」欄には通し番号を記入し、最後の推薦書の番号に丸を付けてください。
　（推薦人の総人数を確認するため）

8.提出された関係書類は返却いたしませんのでご了承ください。

（1）

（2）

次のいずれかに該当する方は立候補できません。
（1）本法人の職員及び在学生
（2）選出日及びその前6か月の期間において、本法人の設置する学校法人の職員であった者
（3）候補者の配偶者又は三親等以内の親族
（4）学校教育法第9条に定める欠格事項に該当する者
（5）本法人で懲戒処分を受けた者あるいは本法人の寄附行為に抵触したことがある者

次の資格をすべて満たしている方

E-mail address

36 40

24 30

卒業生評議員立候補届（見本）
【立候補される方】

1枚目 2枚目

卒業生評議員立候補者の推薦書（見本）
【立候補者を推薦される方】

卒業生評議員立候補届提出時の注意事項 学校法人昭和薬科大学寄附行為（抜粋）

学校法人昭和薬科大学寄附行為施行細則（抜粋）
卒業生評議員立候補者の推薦書記載上の注意事項

6．選任結果の通知
　  令和5年4月開催の理事会で選任を行い、選任結果は本人に郵送で通知した上で、承諾を得て選任された方の氏名のみ　  
　 本学ホームページに掲載します。

7．問い合わせ・書類郵送先
　 学校法人昭和薬科大学　総務課　TEL 042-721-1505（月曜～金曜の午前9時から午後5時まで）
　〒194-8543　東京都町田市東玉川学園3-3165


